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( Theorem 1.0.1 and 1.0.2）の証明はセクション 4.2 で行う。 
チャプター5では組み合わせ論的リッチ曲率に対するマイヤース型の定理を紹介する。ヤコビ場
をセクション 5.1で導入し、唯一性などの性質を述べる。定理の証明はセクション 5.2で行われる。 
チャプター6では LLYリッチ曲率と組み合わせ論的リッチ曲率との関係について述べる。セクシ

















McCmick は，ガウス・ボンネの定理を満たすようなある種の曲率を CW 複体上に定義したが，こ
れは多面体の角度などを用いた定義であり，純粋な組み合わせ論的なものではない．渡邊氏が定
義したリッチ曲率はこの意味で最も優れたものであると言える． 
 さらに，彼は CW 複体から自然に構成されるグラフを考えた．これは，各セルを頂点とし，隣
接する（片方がもう一方の面となっている）セル同士を辺で結んで得られる．このとき，CW 複
体のリッチ曲率とグラフのコース・リッチ曲率との間にある公式（等式）が成り立つことを示し
た．ここにグラフのコース・リッチ曲率は Ollivier のアイディアを元に Lin-Lu-Yau が定義した
ものであり，最適輸送理論を用いて定義される．この応用として，CW 複体のリッチ曲率の下限
を用いて直径およびラプラシアンの非ゼロ第一固有値の評価を得た． 
 これら一連の結果は極めて独創的かつ興味深いものであり，学術的に価値の高いものであると
認められる．これは渡邊一義氏が自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有す
ることを示している．したがって，渡邊一義氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文とし
て合格と認める． 
